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淀川は、その源を滋賀県山間部に発する大小支川を琵琶湖に集め、大津市から河谷状となって

南流し、桂川と木津川を合わせて大阪平野を西南に流れ、大阪湾に注ぐ、幹川流路延長７５㎞、

流域面積８,２４０㎢の一級河川です。その流域は、三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良の２府

４県にまたがり､琵琶湖は、湖面積６７４㎢、容積２７５億㎥という日本最大の淡水湖で、琵琶

湖の流域面積は３,８４８㎢(琵琶湖含む)を有し、淀川流域の約４７%を占めます。

瀬田川は、琵琶湖からの唯一の自然流出河川であり、琵琶湖の南端から瀬田川洗堰を経て流下

し、京都府域からは宇治川と名を変え山城盆地を貫流します。

本流域は、関西地方の社会、経済、文化の基盤をなしており、古くから我が国の政治経済の中

心として栄え、人々の生活・文化を育んできた流域です。

琵琶湖に直接流入してくる河川は、野洲川、草津川、姉川などの一級河川だけでも１１７本を

数え、大雨が降れば、琵琶湖へ一気に流れ込みます。平成２５年９月の台風１８号では、最大で

毎秒６,０００立方メートルもの水が流れ込みました。

一方、琵琶湖からの出口は瀬田川１本だけで放流量は最大でも毎秒８００立方メートル程度と

なっています。このように、大雨が降ると琵琶湖に流入する水の量が琵琶湖から出ていく水の量

よりも桁違いに多いので、琵琶湖の水位は必然的に高水位になります。

ただし、琵琶湖は湖面積が大きいため水位の上昇スピードは緩やかであり、琵琶湖の水位が最

高になるのは、下流の淀川本川の流量がピークを過ぎて減少し始めたあとです。この時間差は約

１日という特徴があります。

洗堰はこの特徴を利用して、琵琶湖と淀川の洪水調整を行います。

琵琶湖・淀川流域面積比率



明治２９年９月に琵琶湖流域で発生した洪水は、記録によると、琵琶湖周辺にあるほとんど

の地域が浸水し、その期間は２００日以上の長期にわたったとされています。

この大水害は、９月３日から１２日の１０日間に、１,００８㎜(彦根)という滋賀県の年間降雨

量の約１,９００㎜の半分以上に匹敵する雨が降り、特に７日は１日で５９７㎜(彦根)という大豪

雨によるものです。このため琵琶湖の水位が鳥居川観測所(唐橋付近)で＋３.７６mまで上昇し、

周辺地域に大洪水をもたらしました。

この大水害を後世に語り継ぐために洪水位を記録した石標や痕跡が今もなお各地に残されて

おり、これらを訪ねることによって、洪水の激しさや恐ろしさを知ることができます。

近年においても、平成２５年９月台風１８号洪水において、琵琶湖水位は約１００㎝上昇し、

水位は＋０.７７m(9月１７日７時)に達しました。また、瀬田川洗堰下流の宇治川で、天ヶ瀬ダ

ムの洪水調節操作開始流量を上回る流入量であったことから、瀬田川洗堰の全閉操作を４１年ぶ

りに実施しました。

宇治川では、堤防漏水も相次ぎ、危険な状態となったほか、琵琶湖水位上昇により琵琶湖沿岸

各地で浸水被害が発生しました。
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淀川改良
工事

淀川河水
統制事業

淀川水系改修
基本計画事業 琵琶湖開発事業

明治38年(1905)
南郷洗堰 設置(旧瀬田川洗堰)

昭和36年(1961)
現在の瀬田川洗堰 設置

琵琶湖の唯一の出口である瀬田川は、大戸川が合流する地点の上流で大日山がせり出して川幅

を狭めているうえ、下流(鹿跳渓谷)でも川幅が狭くなっている部分があり、水が流れにくい地形

になっており、昔から大雨が降るたびに琵琶湖の水位が上昇し、水害に悩まされてきました。

琵琶湖周辺を水害から守るための取組みは、奈良時代に僧行基が瀬田川の川底をさらえて琵

琶湖の水位を下げる構想を持ったのが始まりだといわれています。また江戸時代には沿岸住民

が
じ ぶ し ん

自普請で瀬田川を浚渫しましたが、琵琶湖の洪水を解決するまでには至りませんでした。

淀川下流では、明治１８年、２２年、２９年と相次ぐ洪水で大水害に見舞われ、琵琶湖沿岸

でも明治１７年、１８年と連続して鳥居川水位が２m以上を記録し、明治２２年の洪水では湖岸

地域は田植えもできない状態でした。

水害は近畿だけではなく全国におよび、これがきっかけとなって明治２９年に河川法が制定

され、本格的な河川工事が国による直轄事業として実施されるようになりました。

明治２９年河川法(旧河川法)が制定され、明治３３年より上下流一貫したわが国初めての河川

計画に基づいた淀川改良工事が実施されました。その後実施された主な事業の概要は下の表の

とおりです。

明治３３年から明治４２年にかけて行われた淀川改良工事の一貫として、瀬田川の浚渫とと

もに重要な事業として洗堰の設置があります。瀬田川浚渫により流れがよくなると、今度は下

流淀川が洪水を起こしやすくなってしまうため、上流と下流の相反する利害を解決するために

設置されたのが洗堰です。その目的は、琵琶湖周辺の洪水防御、琵琶湖の水位維持、洗堰下流

の宇治川、淀川の洪水流量の低減及び流水の正常な機能の維持並びに水道用水や工業用水及び

農業用水の供給となっています。

淀川改良工事によって建設された洗堰

は、「南郷洗堰」と呼ばれ、明治３８年

に完成しました。昭和３６年新洗堰の築

造によりその役割を終え、瀬田川治水史

の１ページを飾る貴重な史跡としてその

一部が当時のまま残されています。

現在の瀬田川洗堰は、昭和３６年３月

に完成した本堰と、琵琶湖開発事業の一

環で平成４年３月に完成したバイパス水

路からなっています。
琵琶湖の水位変化



琵琶湖の水位管理基準は瀬田川洗堰操作規則(平成４年３月制定)によって定められています。

非洪水期には基準水位＋０.３mを上限に、洪水期には琵琶湖の水位をあらかじめ基準水位－０.２m

または－０.３mに下げておくことで洪水期の最高水位を下げるようにしています。洪水期の制限水

位に低下させる操作を「移行操作」といいます。操作は急激な水位変化が生じないように行ってい

ます。また、基準水位－１.５mまでを利用可能として、下流淀川で必要とされる水道用水、工業用

水、農業用水、河川維持流量を補給しています。

瀬田川洗堰の操作は、琵琶湖周辺の洪水防御、下流宇治川・淀川の洪水流量の低減等の洪水時

の操作と、琵琶湖の水位維持、下流淀川への用水補給等の平水・低水時の操作に区分されます。

平水・低水時は淀川水系全体のダム群と琵琶湖を統合的に管理して、水系全体の効率的な水

利用を実現するように洗堰を操作します。

淀川の水利基準点・枚方の水利権量と河川の維持流量の合計は灌漑期で１８６.５１㎥/s、非灌

漑期で１６９.７１㎥/sとなっています。琵琶湖とダムからは、この水利権量の範囲内で必要取水

量と維持流量との合計と枚方自然流量との差(図の❶の部分)を補給しています。瀬田川洗堰の操

作は、下流淀川で必要とされている水道用水や工業用水等を確認しながら日々実施しています。

瀬田川洗堰の洪水時の操作は、下流宇治川、

淀川が洪水で危険な時には、洗堰の放流量を制

限もしくは全閉にします。下流の洪水が治まっ

た後、瀬田川洗堰を全開にして、琵琶湖の水位

上昇の抑制及び低下させる操作を行います。

洪水が予想される場合、天ヶ瀬ダムでは洪

水調節容量を確保するため、瀬田川洗堰から

の放流量を制限します。

下流淀川の枚方地点の水位が＋３.０mを超

え、かつ＋５.３mを上回るおそれがあるとき

から水位低下が確認できるまで、瀬田川洗堰

は全閉します。

天ヶ瀬ダムの流入量が1,140㎥/sを超え

た場合、天ヶ瀬ダムで洪水を調節して宇治川

の洪水を防ぐために、瀬田川洗堰は天ヶ瀬ダ

ムへの流入量が1,140㎥/sを超えた時点か

ら1,140㎥/s以下になるまで全閉します。

洪水時の操作概念図

琵琶湖の水位管理図及び水位移行時の操作

平水・低水時の操作概念図

全閉中の瀬田川洗堰(平成２５年９月)全閉中の瀬田川洗堰(平成２５年９月) 草津市下笠町の洪水状況(平成２５年９月)草津市下笠町の洪水状況(平成２５年９月)

天ヶ瀬ダム天ヶ瀬ダム

天ヶ瀬ダムでは次の出水に備えるため、洪

水調節でためた水を放流して制限水位まで下

げます。短時間にこの操作をするため、瀬田

川洗堰からの放流量を制限します。

木津川、桂川、淀川の洪水が治まると瀬田

川洗堰を全開して、琵琶湖の水位上昇の抑制

と水位低下の操作を行います。



瀬田川洗堰は、下流の天ヶ瀬ダムと連携して琵琶湖周辺の洪水防御、下流宇治川・淀川の洪

水流量の低減等の洪水時の操作を行っています。

洪水が予想される場合、天ヶ瀬ダ

ムでは洪水調節容量(洪水を貯めるた

めのポケット)を確保するため、予備

放流を行います。これを速やかに行

うため、瀬田川洗堰からの放流量を

最大で２００㎥/sに制限します。

天ヶ瀬ダムの流入量が1,140㎥/s

を超えた場合、天ヶ瀬ダムで洪水を

調節して宇治川の洪水を防ぎます。

その場合、瀬田川洗堰は天ヶ瀬ダム

への流入量が1,140㎥/sを超えた時

点から1,140㎥/s以下になるまで全

閉します。

天ヶ瀬ダムの流入量が減少して、

かつ淀川の水位の低減が確認できた

後、天ヶ瀬ダムでは次の出水に備え

るため、洪水調節でためた水を放流

して制限水位まで下げます。短時間

にこの操作をするため、瀬田川洗堰

からの放流量を最大で３００㎥/sに

制限します。

木津川、桂川、淀川の洪水が治まる

ころには琵琶湖水位が上昇し始めるの

で瀬田川洗堰を全開して、琵琶湖の水

位上昇の抑制と水位低下の操作を行い

ます。天ヶ瀬ダムは、洗堰からの放流

があれば、調節することなくダム流入

量に相当する流量を放流し、琵琶湖水

位低下に寄与します。

下流淀川の枚方地点の水位が

＋３.０mを超え、かつ＋５.３mを上

回るおそれがあるときから水位低下

が確認できるまで、瀬田川洗堰は全

閉します。

また、天ヶ瀬ダムは下流の淀川の

水位がなおも上昇しているときは、

ダム流入量が減少し始めてから、放

流量を1,140㎥/sから250㎥/sに

抑えます。（天ヶ瀬ダムの淀川向け

２次調節）



瀬田川洗堰の本堰は、大きな流量を調節できることから主に洪水対策の機能を担っています。

バイパス水路は流量調節ゲートと流量調節バルブ(最大放流量８㎥/s)からなっており、小さな

流量を高精度で調節できることから主に利水対策の機能を担っています。大きな流量の調節し

かできない本堰に代わって、琵琶湖の水位の小さな変動で流量が変わってしまうのを防ぐ役割

を自動で行っています。

瀬田川洗堰を管理するための設備に管理用建

物、電気設備、放流遠方制御設備、警報設備、

観測施設と通信施設があります。

管理用建物は瀬田川洗堰に隣接している琵琶

湖河川事務所と一体として建設され、管理棟と

操作分室で構成されています。

瀬田川洗堰ではゲートを越えて流れる水量で流量を調整しています。

本堰を「ドン付」と呼ばれる「上段扉、下段扉を河床に付けた状態」にしたときは、細かな

水量調節はできず、越流状態での最大流量を放流します。上流の水位の変動で越流水深が変わ

り、流量が変動します。

一方、ゲートの上段扉、下段扉を水面上に引き上げた状態である「全開時」は、流量を人為

で調整しない自然のままの流れとなります。

※水位の変動により流量が変わります。

本堰ゲート、バイパス水路(流量調節ゲート、流量調節バ

ルブ)による放流分担は、それぞれの機能と琵琶湖水位及び

放流量によって区別しています。

アクア琵琶は、琵琶湖と淀川の治水・

利水の内容を紹介して関係科学的知識の

啓発と普及を図る施設として平成４年３

月に設置されたものです。

施設は一般から公募した愛称「水のめ

ぐみ館　アクア琵琶」と呼ばれています。

放流分担図

ゲート操作図

瀬田川洗堰放流施設図



■(左)は、水資源開発公団(現、水資源機構)が実施
■(右)に示す範囲は、国、市町村が実施
■(中央)に示す範囲は、■と■が相互に関係するもので互いに

協力することで、より合理的に効果を発揮できる事業

琵琶湖総合開発事業は、

昭和４７年度から平成８年

度までの２５年間を計画期

間として実施されました。

事業計画は、琵琶湖の水質

や恵まれた自然環境を守る

ための保全対策、琵琶湖周

辺の洪水被害を解消するた

めの治水対策、琵琶湖の水

をより有効にするための利

水対策の三つの柱から構成

されました。

瀬田川洗堰は、現行操作規則に従い、琵琶湖の水位を利水の観点から５月中旬まで回復させ、

その後は洪水に備え、約１ヶ月の間に約５０㎝急激に下げていました。この急激な水位低下によ

り、コイ科魚類の卵が干出するなど魚類の産卵・生育・繁殖に影響を与えていることがあること

から、４月から６月１５日までの間において、環境に配慮した試行操作を平成１５年度より実施

しています。

また、５月中旬から洪水期に向けて、これまでと比べて緩やかな水位低下となるように、より

環境に配慮した試行操作を行います。

琵琶湖開発事業は琵琶湖の利用低水位を－1.5mとして、新たに40㎥/sの水開発を行うもの

ですが、琵琶湖の水位が低下する場合には、淀川下流の利水者、近畿地方整備局、大阪府、兵

庫県、滋賀県等からなる「淀川渇水対策本部」を設置して渇水対策の連絡調整を行います。こ

れにより、下流での取水制限や節水を実施、必要最小限の水を放流することで琵琶湖の水位低

下が－1.5mに達し、さらに低下するような非常渇水時には国土交通大臣が関係府県知事の意見

を聞き操作を決定することになっています。

琵琶湖への影響(琵琶湖湖岸域の状況)

琵琶湖流域平均雨量

単位：(㎜)

平成４年以後の代表的な渇水及び洪水の記録



凡例

堤防の質的整備区間

鹿跳渓谷区間

質的整備の完成状況（令和大橋下流）

瀬田川

大戸川

令
和
大
橋

鹿
跳
橋

瀬田川洗堰

琵琶湖

宇治川

天ケ瀬ダム淀川

堤防質的整備事業

鹿跳地区改修事業

瀬田川の唐橋から瀬田川洗堰の間の河川敷を利用し、散策路(愛称「瀬田川ぐるりさんぽ道」)

を平成２７年に整備しました。河川利用者が水辺に親しみ、川の文化・交流施設や歴史・観光拠

点を安全快適に移動できるようになりました。また、瀬田川洗堰より上流は湛水区間であること

から、ボートなどの利用が多く見られます。
瀬田川は洪水時の琵琶湖後期放流に対応するため、大戸川合流点より下流において毎秒

１,５００㎥(琵琶湖水位B.S.L.＋１.４m時)の流下能力を確保します。

これにより、琵琶湖水位の低下、浸水時間の短縮を図ります。

現在、琵琶湖後期放流水位に対する背後地の安全性確保を目的として、既存堤防の質的整備

工事を実施するとともに、鹿跳渓谷については、景観、自然環境の保全や親水性の確保などの

観点を重視した河川整備を検討しています。

施工箇所図

事業箇所位置図 鹿跳渓谷
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